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UUO による酸化ストレスマーカーである 8-OHdG の発現には差が認めなかった。
また、アスコルビン酸および AKR1Aの有無に関わらず、UUOによる SOD2と GPX1
といった抗酸化酵素の減少とミトコンドリア電子伝達系複合体の減少が見出さ
れた。 
ミトコンドリア電子伝達系複合体の障害は活性酸素の発生を促進することが知
られており、UUOにおけるミトコンドリア障害と腎線維化との関係を明らかにす
るため、野生型マウスを用いてミトコンドリア電子伝達系複合体と線維化マー
カーの時系列変化について比較検討した。その結果、UUO後の初期段階において
ミトコンドリア電子伝達系複合体が減少し、その後、筋線維芽細胞の形成とコ
ラーゲンの合成が増強することが確認された。この結果より、ミトコンドリア
障害による酸化ストレスの亢進が腎障害時の線維化を促している可能性が示唆
された。 
